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心理学はセックスを理解しているか

はじめに
　2017年4月，生涯未婚率（50歳までに一度も
結婚したことがない人の割合）が過去最高との
ニュースが流れた。国立社会保障・人口問題研
究所（2017）の報告によると，2015年の段階で
の生涯未婚率は男性で23.4％，女性で14.1％と
のことであった。これはある程度予想されてい
たこととはいえ，男性の約4人に1人，女性の
約7人に1人が生涯未婚という現状にはやはり
驚愕する。現在，結婚の約9割が恋愛結婚であ
ること（国立社会保障・人口問題研究, 2016），
また，現代においては恋愛や結婚とセックスが
不可分であることを踏まえると，セックスに関
する諸事は，単にそれのみの問題としてではな
く，少子化や介護問題とも密接に絡み合う問題
として浮かび上がってくると言えるだろう。

愛という名のもとに
　私たちのセックスに対する態度は時代と共に
どのように変化してきたのであろうか？　それ
を探るための一つの指標として，婚前交渉への
許容度，すなわち結婚前の男女の性交渉に対す
る考え方を取り上げてみよう。図1は，婚前交
渉に対して，「結婚式がすむまでは，性的まじ
わりをすべきでない〈不可〉」あるいは「深く
愛し合っている男女なら，性的まじわりがあっ
てもよい〈愛情で可〉」が選択された割合の年
次推移を示したものである（NHK放送文化研
究所〔2015〕の調査では4択であったが，図に

は〈不可〉と〈愛情で可〉の数値のみを表記し
た）。1970年代から80年代までは，婚前交渉に
対して〈愛情で可〉よりも〈不可〉の割合が高
かったが，90年代に入るとそれが逆転して〈愛
情で可〉とする割合のほうが〈不可〉を上回る
ようになる。さらに，2000年代以降は，婚前
交渉を〈愛情で可〉とする割合は，〈不可〉の
それの約2倍にまで及んでいる。このデータを
見る限り，私たちは愛情を伴うセックスに対し
て寛容になった。言うなれば，愛の名のもとに
性が解放されたのである。そして，この性の解
放，「性の春」は，時代的には90年代中期に訪
れたとみなすことができるだろう。それは奇し
くも，宮台真司が性を売る女子高生に焦点を当
て『制服少女たちの選択』（1994年）を上梓し，
援助交際（エンコー）なる言葉が世間に流布し
た時期（1996年）との重複を見せている。

青年期におけるセックス
─セックスからの逃走とセックスとの闘争
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図1　婚前交渉への態度の年次推移
（NHK放送文化研究所，2015）
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若者はセックスから逃走したのか？
　「草食系」という言葉が若者を修飾するため
の言葉として用いられ始め，それが人口に膾炙
してから久しい。「草食系」は，特に男子の「枕
詞」として使用されることが多く，また，近年
では，若者の「草食化」というように，若者が
全般的に恋愛や性に対する興味を失いつつある
傾向を表現する（あるいは，もう少し広義に若
者の欲望のなさややる気のなさを揶揄する）場
合に用いられることもある。では，男性（もし
くは若者）は本当に草食化したのだろうか？　
また，草食化したのであれば，それはいつから
なのだろうか？　図2は，未婚者のうち性経験
のない者の割合（セックス未経験率）を年齢
別，男女別に示したものである。確かに，セッ
クス未経験率は，18 〜 19歳と20 〜 24歳の男
女の4群すべてにおいて2005年をピークとし，
その後，2010年，2015年とその割合は上昇し
ている。この点から見れば，若者は，この10
年間に性に関して草食化し，セックスから逃走
しているように見える。しかし，図2を全体と
して見た場合，セックス未経験率は，1987年
もしくは1992年頃に回帰しただけと捉えるこ
ともできるだろう。同様の傾向は日本性教育協
会（2013）の報告においても見てとれる。先の
ように，「性の春」が90年代中期に訪れたので
あれば，現在の傾向は，若者の性に対する草食
化というよりは，一時の潮流からの揺り戻し化
と捉えたほうが妥当であろう（そもそも，「草
食系」という言葉がマスメディアに登場し始

めたのは2006年頃とされており〔森岡, 2009〕，
データ的にはセックス未経験率が最も低い
2005年とアイロニックな被りが見られる）。
　ただし，上記の調査（国立社会保障・人口問
題研究所, 2016）の「異性との交際状況」に着
目すると，その様相は若干変わってくる。異性
との交際状況について，恋人として，あるいは
友人として「交際している異性はいない」と回
答した未婚者の割合の年次推移を見ると（図
3），18 〜 19歳と20 〜 24歳の男女の4群すべ
てにおいてほぼ右肩上がりになっており，特に
男性でその傾向は顕著である。先のセックス未
経験率の推移と合わせると，若者（特に男性）
は，セックスから逃走したというよりも，親密
な関係から逃走した，あるいはその煩わしさゆ
えに，愛という幻想にしらけてしまったのかも
しれない。実際，髙坂（2013）は，近年におけ
る恋人を欲しいと思わない青年の増加を指摘し
ており，経年的なデータではないものの，現
在恋人がいない大学生のうち，恋人を欲しい
とは思わない者の割合が男性で28.7％，女性で
30.9％（論文の数値より再計算）にも上ること
を示している。また，今回，我々が独自に行っ
た18 〜 29歳の男女1380名（男性684名，女性
696名; 平均年齢=23.3歳, SD=3.4）を対象とし
たWeb調査（未発表）においても，恋人がい
ない者のうち，恋人を欲しくないと回答した者
の割合は，男性で33.8％，女性で43.7％と，そ
の年齢層は異なるものの，先の髙坂（2013）と
同様にかなり高い割合を示していた。

図 2　性経験のない者の割合の年次推移
（国立社会保障・人口問題研究所，2016）

図 3　異性の交際相手がいない者の割合の年次推移
（国立社会保障・人口問題研究所，2016）
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心理学はセックスを理解しているか

セックスへの関心はどこへ消えた？
　青年期の性的関心は，近年どのような傾向に
あるのだろうか。図4は，16 〜 19歳と20 〜 24
歳の男女別に「セックス（性交渉）をすること
への関心の有無」について，「とても関心があ
る」「ある程度関心がある」に回答した者の割
合を調査年度別に示したものである。全体的に
見ると，女性よりも男性のほうが，また，16 〜
19歳よりも20 〜 24歳のほうがセックスへの関
心は高く，特に，20 〜 24歳の男性は，年度を
問わず70％以上と高い値を示している。ただ
し，明確なトレンドはこの図を見る限り読み取
れない。強いて挙げるとすれば，20 〜 24歳の
女性のセックスへの関心が2008年以降緩やか
に減退していることぐらいであろう。
　日本性教育協会（2013）の報告でも，いまま
でに性的関心を持ったことがあるかについて，

「関心なし」とする者の割合は，男子大学生で
は，1999年 で0.5 ％，2005年 で4.4 ％，2011年
で4.4％と，それほど大きな増加は見られない
が，女子大学生では，それぞれ8.1％，10.1％，
26.0％と，その割合が近年増加傾向にある。ま
た，高校生については，性的関心を持ったこ
とがない割合は1999年から2011年にかけて，
男子では，7.1％，19.3％，25.0％，女子では，
20.7％，41.2％，53.5％とかなり増大している。
これらの結果から，近年，性的関心が低下して
いるのは，「草食化」が叫ばれる男性よりもむ
しろ女性においてであり，さらに，男女とも
に，性的関心を持つことに対しての遅延化が起

こっているとみなすことができるだろう（もし
くは，それを報告することに対する抵抗感が増
大しているという可能性もあり得るが……）。
　では，若者の「性的関心」ではなく，その直
接的な指標となり得る「性的行為」について
はどうであろうか？　先に触れた我々のWeb
調査では，18 〜 29歳の回答者に対して「イン
ターネット以外で，アダルトビデオ（AV）や
性的な描写を含む雑誌（ポルノ雑誌）を見る頻
度（アニメや漫画は除く）」，「インターネット
上で，アダルトビデオ（AV）や性的な描写を
含む雑誌（ポルノ雑誌）を見る頻度（アニメや
漫画は除く）」，また，「自慰（マスターベーショ
ン，オナニー）を行う頻度」について尋ねてい
る。その結果（図5），それらの行為について

「1週間に1回程度以上（ほとんど毎日，2 〜 3
日に1回程度，1週間に1回程度）」と回答した
者の割合は，ネット以外での性的描写の視聴に
ついては，男性全体の16.5％，女性全体の2.4％，
ネット上での性的描写の視聴については，男性
全体の54.1％，女性全体の13.4％，また，自慰
行為については，男性全体の75.3％，女性全体
の23.0％であった。男性に限って言えば，約半
数が1週間に1回程度以上の頻度でネット上で
の性的描写を視聴し，4人中3人が1週間に1回
程度以上の頻度で自慰行為を行っていることに
なる。この調査結果は経年的なデータではない
ため，それらの変化についての言及はできない
ものの，若者の性的関心がそれほど低くはない
ことが，あるいは，我々が操る糸を断ち切って
はいないことが，このような性的行為の頻度に
よっても示唆されていると言えよう。

セックスの導火線に火をつけるのは？�
─ 青年期の性的経験に影響を与える要因

　青年期の性的経験に対して影響を及ぼす可能
性のある要因とはいったい何だろうか？　先の
日本家族計画協会（2017）の調査によると，子
どもの性交開始年齢には，親や家庭環境が少な
からず影響を及ぼすことが報告されている。ま
た，大学生を対象とした調査研究では，ダーク
トライアド（自己愛傾向，マキャベリズム，サ

青年期におけるセックス

図 4　セックス（性交渉）することに関心があるとし
た者の割合の年次推移（日本家族計画協会，2017）
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イコパシー傾向という反社会性の高い三つの
パーソナリティ特性）あるいはサイコパシー傾
向自体が，短期的配偶戦略（複数の相手と短期
的に性的関係を築くような行動パターン）の取
りやすさやソシオセクシャリティ（コミットメ
ントのない相手と性的関係を築く傾向）の高さ
と関連することが示されている（Jonason, Li, 
Webster & Schmitt, 2009; Kastner & Sellborm, 
2012）。先に言及した我々のWeb調査において
も，ダークトライアドは男女ともにソシオセ
クシャリティと有意に関連するという上記の
研究と同様の結果が得られており（男性 r=.29, 
p<.001; 女性 r=.19, p<.001），本邦においても，
反社会性の高いパーソナリティ特性が，短期的
な性的関係，あるいはコミットメントのない相
手との性的関係の築きやすさを増大させること
が示唆された。ただし，青年期の性的経験に影
響を及ぼす要因に関しては，心理学の分野にお
いてこれまでそれほど多くの研究知見が蓄積さ
れているとは言いがたく，リスクのあるセック
スや望まないセックスといった青年期における
リスクファクター等を含め，今後，さらに検討
を行っていく必要があるだろう。

　‌�セックスの彼方─ まとめとして
　先にも触れたように，近年，恋人がいない若
者の増加，さらには，恋人を欲しくないと考え
る若者が増加していることで，セックス（ある
いは性的行為全般）をどう考えるかという問題

も顕在化してきていると言える。
セックスは消費なのか，生産な
のか。消費であればその対象は二
次元や画面上の人物でもかまわな
い。しかし，生産と考えるならそ
の対象は三次元である必要がある
のではなかろうか。恋愛や結婚と
セックスが不可分である現代にお
いて，セックスに関する問題は，
晩婚・非婚・少子化・介護・貧困
といった現代の日本が抱える大き
な問題とも密接に絡み合う。セッ
クスを考えることは広く社会の問

題に目を向けること，さらに言えば，社会のあ
り方について考えることにもつながっていくの
である。
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図 5　ネット以外とネット上での性的描写の視聴頻度、ならびに自慰
行為の頻度について1週間に 1回程度以上と解答した者の割合
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